
こどもたちはクリスマスソングを歌う声だけで何重奏もの音楽ができるアカペラを初めて体
験し、その魅力が伝わったようです。

宮大が都農町寄附講座等
で行っている活動や情報を、
定期的にお知らせします！

令和6年12月号

寄附講座とは、教育研究の進展及び充実を図ることを
目的として、大学や研究機関などに対し寄附を行い講座を設置する制度です。町とし
て単独での寄附講座の開設は全国的にも珍しく、宮崎県内では初めての取り組みです。

★☆都農にいる宮大のひとたち紹介☆★

つのまるケア講座日常の一コマ by 枝元先生

11/28 つのまるケアミーティング

11･12月けんこう講話巡回講座（明田、立野・轟）

医学部医学科５年松元亮弥（まつもとりょうや）さん

都城市出身
部活：バスケットボール部
趣味：いろいろ。最近釣りを始めました！

前回の猿渡氏による他県の認知症ケアの講演で学んだこと
を都農町でどのように生かすか、何をすると皆が暮らしやす
い都農町になるのか、をグループワークで考えました。また
今回初めての試みで、高鍋高校の医療系に関心を持つ生徒2
名が参加しました。高校生からは「町の様々な取り組みがあ
ることを初めて知った、自分たち若い世代に伝わってこな
い」という直球意見もありました。
多世代多職種でこれからの町の
未来を考え動くことが、担い手を
つなぐことになります。連携サポ
ートを講座が担い、輪を広げていきます。

11/20明田（11名：写真左）は通常水曜サロンの倍近い人
数で賑やかに開催し、ワクチンや診療の質問も頂きました。

12/10立野・轟（14名：写真右）では医学実習生２名も参
加して、在宅診療や総合診療科の紹介、予防接種の話をしま
した。冬場になりヒートショックが話題に上がります。お風
呂場やトイレなどを暖かくして、心臓や血管に負担をかけな
いよう、家での急激な温度変化に気を付けたいものです。

気づけば今年も12月になりました。仕事柄、年越しは病
院で過ごすことも多く、インスタントの年越しそばが友達
です。それぞれの年末年始を過ごされることと思いますが、
今年は大型連休になっており、どこの医療機関もスタッフ
や検査の体制に頭を悩ませています。
皆様よいお年をお迎えいただけますよう、体調不良の際

には日中早めの受診をお願いいたします！

11/18～2/28まで(冬休み除く）
LIC長期地域医療実習で都農町滞在

【都農町実習を志望した理由】
これまでの実習では主に3次医療機関である宮大附属病院で専門性の高い

医療について学びました。自身が総合診療科を進路として考えていることも
あり、都農町立病院で地域に根ざした医療をじっくり学びたく志望しました。

【実習１ヵ月間経過しての感想】
患者さんと関われる機会を多く頂き、外来診療から病棟管理、在宅医療か

らお看取りまで、都農実習ならではの経験をさせていただいています。経験
も知識もまだまだですので先生方にアドバイス頂きながら頑張ります。

【都農町で経験したいこと】
平日の日中は病院にいることもあり、なかなか都農町探索ができていませ

ん。食べるのが好きなので色々食べに行き、お酒も好きなのでワイナリー見
学に行けたらと思います。２月の尾鈴マラソンにも参加予定でランニングが
てら色々回ろうと思います。良いスポットがありましたら教えてください！
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11/10 防災講演会＆11/17津波防災避難訓練in下浜

11/24 PBL旧車の祭典にて人気車投票コンテストを実施

11/30 地域学入門ⅡA実習～都農マリアージュ～

11/29 地域探索実習Ⅰ 成果発表会

1/11～12 彌勒祐徳絵画展＠都農町民図書館

教育学部、農学部、工学部の2年生が受講する地域活性化・
学生マイスター授業の実習が都農町で行われました。今回の
テーマは都農マリアージュ。初めて都農町に来た学生も多くい
ました。中央公民館でつの未来財団山内さんより、都農町の概
要、課題や新プロジェクト都農マリア―ジュについて講話を頂
いた後、都農ワイン、道の駅つのを訪れ、ワインや食材、売り
場を見学し、それぞれ社長、駅長にお話
を伺いました。実習最後にワークショッ
プを行い、都農の魅力発信アイディアな
どを考えました。今後の授業でさらに深
めて提案をまとめる予定としています。

都農ワインの丘で開催された旧車の祭典、
昨年に引き続き受講生の２年生が中心となり、
実行委員会と人気投票コンテストを企画実施
しました。また、フェイスブック発信のみ
だった広報をより広い世代に、とインスタグ
ラム投稿を学生が提案実行しました。当日は
８名の学生が受付などを手伝い、コンテスト
を実施。企画から実施の過程の中で、困難を
乗り越え達成する喜びと学びを得られました。

11/30 寺迫そば打ち＆昔の写真持ち寄り会
昨年に引き続き2回目の寺迫そば打ち交流を、PBL学生15名が寺迫地区の

方々と開催しました。町長も合間を縫って駆けつけてくださいました。今
回は住民の方の要望で、昔の写真をスクリーンに映して懐かしむ時間も設
定。地区の昔の運動会や集まりの様子を見ながら皆様楽しまれていました。

工学部の村上教授（防災工学専門）による津波
防災講演会を11/10にみなと児童館で開催、40名
が参加されました。さらに17日には、時間を事前
に告知することなく避難訓練を実施。今回初めて
自動車と徒歩の避難を同時に行い、歩行者のほか
自動車31台、バイク2台の参加がありました。
特殊な地形などの事情がある下浜地区に合わせ
た最適な避難の方法を模索するための判断材料を
提供できるよう、出口研究室で分析、研究を進め
ます。アンケート、ヒアリングにご協力をいただ
きました皆様、ありがとうございました。

前回大変好評だった中学校での彌勒祐徳絵画展。
都農町や尾鈴の風景を描き、R6年に105歳で亡く
なった彌勒先生を追悼し、今年は町民図書館2階に
て絵画展をPBL学生が企画開催します（入場無料）。
連休中、ぜひ図書館に足を運んで旧都農高校や
都農町に馴染みのある絵画をご覧ください。

11/1の赤木家住宅をテーマとした見学・講話の実習、事前学
習をもとに、４グループが課題と解決策をポスターにまとめて
発表しました。オンラインで都農町とつなぎ、勝目議員、つの
未来財団の方々にもお聞きいただきました。グループそれぞれ
に独自のアイディアや他県での事例を用いて都農町での活用策
について考えをまとめ、町民の方々の認知度向上や観光に生か
すための方策を提案をしました。すぐに取り入れられるアイ
ディアもあるので、検討したいとのコメントも頂きました。町
の資源活用議論のきっかけとなれば幸いです。


